
令和８年（2026年）２月那覇市議会定例会 

 

一般質問発言通告書（１日目） 

令和８年２月 19日（木） 

※１人当たり 15 分間（答弁を除く） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

１ 宇 根 良 也 

(無所属クラブ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(演壇・質問席) 

 

１ 環境行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 消防行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 公園行政に

ついて 

(１) 本市が現在実施している猫の糞尿被害等

に関する事業内容とそれらの取組は、糞尿被

害の軽減という点でどのような効果を上げ

ていると認識しているか伺う 

 

(２) 猫の糞尿被害等に関する相談件数の推移

及び苦情処理の体制はどのようになってい

るか。また、餌やりを行う方と被害を受ける

住民との間で生じる課題に対し、本市として

今後どのように対応していく考えか伺う 

 

(３) 保護猫等の一時保護や譲渡につなげる体

制整備について、本市としてどのように考え

ているか見解を伺う 

 

 

(１) 今回、本市が実施したサウナ施設に対する

査察の内容及び対象施設の範囲について伺う 

 

(２) 査察の結果、安全面において確認された課

題や、是正指導を行った事例があったのか、

また、今回の査察を踏まえ、今後、同様の事

故を未然に防ぐため、どのように安全対策を

継続・強化していく考えか、市の見解を伺う 

 

 

(１) 小学校区ごとの公園整備状況と、ボール遊

びや自転車の練習などが可能な公園の割合

について伺う 

 

(２) 学校運動場の時間帯限定開放について、検

討の余地があるか伺う 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 部活動の地

域展開につい

て 

 

 部活動の地域展開について、次年度のスケジュ

ールを伺う 

【答弁を求める者】 

  市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

２ 前 泊 美 紀 

( 無 所 属 ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

(１) 知念覚市長が掲げた選挙公約について、着

手率と達成率、主な成果と課題などの進捗状

況を問う 

 

(２) 令和８年度施政方針から、以下を問う 

 

①（子どもが羽ばたく後押しを）の中で、「（子

どもたちが）その力を伸ばせるよう、子ど

もたちが自らの夢を見つけ、熱中し、挑戦

し続けることができる環境づくりに努めま

す」とある 

  子どもたちの部活動等支援について、以

下、本市の取組と課題を問う 

 

（ア）体験格差への支援 

 

（イ）高校生の部活動等への支援 

 

 ②（自らの力で未来を拓く子ども達を応援する

まちづくり）の中で、「こどもは権利の主体

者であり、それを有していることへの理解を

深めてもらうため、こどもや大人へ向け、「こ

どもの権利」についての周知広報を実施しま

す」とある 

「（仮称）那覇市こどもの権利条例」につ

いて、以下を問う 

 

 （ア）立法事実をどう捉えているか 

 

 （イ）相談救済機関の設置 

 

 （ウ）学校現場など教育委員会との連携 

 

③（効率的で効果的な行財政運営を行う）の中

で、「統一的な基準による地方公会計におけ

る財務書類等の作成を委託することにより、

データを活用した財政分析に注力し、本市の

健全な財政運営を推進します」とある 

  期待できる具体的な効果と課題について

問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ２ 効率的で効

果的な財政運

営について 

 

 

 本市における基金運用の取組と課題等につい

て問う 

 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

３ 上 原 仙 子 

(みんなの協働！) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 協働による

まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「那覇市地域づくり推進方針」の策定が進めら

れている。中でも「まちづくり協議会」について

は、市民の思いや声を受けとめ、対話を重ねなが

ら地域の力を引き出す存在であり、本市として

は、市民が主役のまちづくり協議会の取組みに寄

り添い、ともに歩む伴走者であることが大切だと

している 

厚生経済常任委員会では先月、明石市の「協働

のまちづくり推進事業」を視察し、条例による明

確な位置付け、安定的な財源確保、中間支援機能

や人的支援を組み合わせた制度設計について知

見を得た。これらを踏まえ、本市における協働の

まちづくり推進体制について、以下伺う 

 

(１) 現在、まちづくり協議会を支援するにあた

り、行政担当課が担っているコーディネート

機能について、本市はその役割と課題をどの

ように認識しているか伺う 

 

(２) 地域活動を円滑に進めるためには、多様な

主体間の合意形成、組織間連携の調整、事業

推進支援を担う専門的なコーディネーター

の存在が不可欠である。今後、コーディネー

ターの確保および育成をどのような方針と

体制で進めていく考えか伺う 

 

(３) 地域活動の持続性を高める観点から、行政

とは一定の距離を保った中間支援組織の育

成・確保が必要と考えるが、本市の見解を伺う 

 

(４) 地域活動停滞の要因の一つに、役員等への

事務負担の集中があると考える。持続可能な

運営体制を構築するため、事務支援やデジタ

ル活用等を含め、どのような負担軽減策を検

討しているか伺う 

 

 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ２ 那覇市給付

型奨学金事業

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 漁業の就労

支援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 防災行政に

ついて 

本市の給付型奨学金事業は、経済的理由により

進学・修学が困難な学生を支援する重要な施策で

ある。一方で、制度運用上の課題も指摘されてい

る。以下について伺う 

 

(１) 本事業の目的、対象要件、給付内容及びこ

れまでの実績について 

 

(２) 前年度所得が基準を超過した場合、給付が

停止される事例があると承知している。直近

３年間において、所得基準超過により給付が

停止された人数について伺う 

 

(３) 経済的困窮の実態が大きく変わらないに

もかかわらず、わずかな所得基準超過により

制度上の「所得の壁」により支援対象外とな

る学生に対し、どのような救済策や柔軟な運

用を検討しているかを伺う 

 

 

本市における漁業は、地域経済及び食文化を支

える重要な産業であるが、担い手不足と高齢化が

課題となっている。以下について伺う 

 

(１) 本市における漁業就業者数の推移と年齢

構成について 

 

(２) 現在実施している漁業就労支援策の具体

的内容と、その成果について 

 

 

自主防災組織は、地域防災力の向上を図る上で

重要な取組であると認識しているが、現在の取組

状況を伺う 

 

 

 

 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

４ 立 津 伸 城 

( 公 明 党 ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(演壇・質問席) 

１ 密集住宅市

街地再生方針

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 公園行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 識名公園整

備事業につい

て 

 

 

４ 特殊詐欺に

ついて 

「密集住宅市街地の整備改善に向けた取組」に

ついて、モデル地区の識名 1 丁目で地域の意見交

換会が開かれている 

以下伺う 

 

(１) 意見交換会の具体的な内容と参加者から

寄せられた意見や問題点について伺う 

 

(２) 識名１丁目密集地内における家電の不法

投棄の現状について本市の対応を伺う 

 

(３) 今後の意見交換開催日程、そして地域住民

への周知をどのように進めていくか伺う 

 

 

(１) 大石公園内バスケットコート雨天時の水

はけ整備について排水機能の改善を検討す

るとのことであったが進捗状況を伺う 

 

(２) 公園でのスポーツ活動やボランティア活

動が地域社会へ与える影響は何か本市の見

解を伺う 

 

(３) 大石公園内における有料駐車場の利用状

況を伺う 

 

(４) 災害における公園の役割について伺う 

 

 

識名公園整備事業の概要、進捗状況、今後の整

備計画及び課題について伺う 

 

 

 

2025年の県内における特殊詐欺被害額が 32億

円に達し、極めて危機的な状況にあると報道され

ている。この状況を受けて、本市として、特殊詐

欺の被害額や被害件数について把握しているか、

また、どのような対策を講じているのか伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

５ 普久原あさひ 

(立憲民主・ニライ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 文化芸術に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 防災及び地

域まちづくり

行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 宿泊税につ

いて 

 

 

 

４ こどもの権

利条例につい

て 

昨年は戦後 80 年の節目であったが文化芸術分

野において実施した取組及び成果を踏まえ、施政

方針において「本市にゆかりある芸術家と創造活

動に取り組み、市民が多彩な文化芸術に触れる機

会やあらゆる世代の交流を促進し、市民の創造性

を育むことで、引き続き、多様性に寛容な社会の

実現及び文化芸術活動が常に展開する魅力ある

まちを目指します」と述べている点について、次

年度は具体的にどのような取組を行うのか、また

昨年度の取組と成果をどのように検証し次年度

の施策に反映させるのか伺う 

 

 

(１) 内閣府は昨年（2025年）12月 24日に「災

害時においてホテル・旅館等を避難所として

活用する際のガイドライン」を公表し自治体

に活用を促している。ガイドラインの概要及

び、宿泊施設の多い那覇市の役割について伺う 

 

(２) 「那覇市女性防火クラブ」の設置の背景と

概要（役割）及び取組について伺う 

 

(３) 「那覇市地域づくり推進方針（案）」が出

されており、１月 28日から２月 27日までパ

ブリックコメントが行われている。推進方針

案についての概要を伺う 

 

(４) 「中心市街地商業等振興計画」の策定の取

組について伺う 

 

 

２月 13 日の総務省の同意により、沖縄県と県

内５市町村は 2027 年２月１日からの導入が決ま

った。那覇市の宿泊税の使途について伺う 

 

 

 制定に向けてこれまでどのように取り組んだ

のか、パブリックコメントやこども政策審議会等

ではどのような意見があり、今後どのように進め

るのか伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ５ 教育行政及

びガバナンス

について 

 

 

 

 

 

 

６ 環境及び水

道行政につい

て 

(１) 総合的な学習の時間等で外部講師を招く

際、テーマ設定、講師選定、実施決定のプロ

セスはどうなっているか。市教委の関わりに

ついて伺う 

 

(２) 教職員のメンタルヘルス対策のうち保健

師の活用について、次年度の取組を伺う 

 

 

2026 年４月１日より、ＰＦＯＳ／ＰＦＯＡが

水道水の水質基準項目に追加されることから、那

覇市（関係機関を含む）はＰＦＯＳ／ＰＦＯＡの

検査計画・結果公表・基準超過時の対応手順につ

いてどのように行うのか 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、上下水道事業管理者、 

関係部長 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

６ 大 山 盛 嗣 

(れいわ那覇ぬちぐくる) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 若者の自殺

対策について 

 

 

 

 

 

２ ホームレス

等への緊急支

援と住宅の確

保について 

 

 

 

３ 中小企業へ

の省エネ補助

金の利用拡充

について 

 

 

 

 

 

４ 英語教育の

拡充及び国際

交流事業の推

進について 

 

 

 

 

 

 

 

５ うちなーぐ

ちの普及につ

いて 

2025 年の小中高生の自殺者数は全国で 532 人

と過去最多を更新し、極めて深刻な状況にある。

本市の若年者の自殺の現状と今後の対策を問う。

併せて、本市自殺対策計画の数値目標に対する現

時点での達成状況を伺う 

 

 

ここ数週間、住まいを失った方からの相談が続

いている。単身高齢者の住宅確保も深刻な課題

だ。政府の住宅セーフティネット制度の見直しを

踏まえ、本市として住宅確保要配慮者にどのよう

な基本対応と支援策を講じているのか伺う 

 

 

政府は「省エネルギー投資促進需要構造転換支

援事業費補助金」（省エネ補助金）の予算約 311

億円を令和８年度に倍増予定だが、全国 3,502

件の採択に対し沖縄はわずか８件と低調。電力料

金高騰の中、温室効果ガスの排出削減や、中小企

業の利益確保には省エネ導入が重要であり、市と

して支援策を講じる考えがあるか問う 

 

 

本市は語学教育に力を入れているが、教室やタ

ブレット中心の学習だけでは国際的人材育成は

難しい。そこで、親交の深いホノルル市や福州市

の小中学校とオンラインで交流し、実際に会話す

る機会を設けてはどうか 

また 90 年代以降途絶えているホノルル市への

交流団派遣を再開し、実際の交流機会を設けるこ

とで学習意欲の向上につながると考えるが、当局

の見解を問う 

 

 

外国語の教育と合わせて大変重要なのが、若者

のアイデンィティ確立や自らの文化理解を深め

る“うちなーぐち”（琉球諸語）の教育だと考え

る。本市の学校現場などでのうちなーぐち教育の

現状と今後の方策を問う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ６ 空き家対策

とリフォーム

補助について 

 

 

 

 

 

７ 赤マルソウ

通りの安全性

向上について 

 

令和７年度に実施している「空き家等実態調

査」について、外観調査や所有者意向調査の進捗

と結果概要を問う。また、「住宅確保要配慮者専

用賃貸住宅」への改修補助に加え、他自治体で行

うリフォーム補助も空き家対策として必要では

ないか、市の見解を問う 

 

 

市道赤田寒川線（赤マルソウ通り）周辺では歩

行者の安全や渋滞への不安が出ている。生活道路

で通学路でもあるため、市としてどのような安全

対策を講じるか見解を問う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

７ 上 原 ゆいな 

(なは自民・無所属の会) 

 

 

 

質問方式 

総括質問方式 

(質問席のみ) 

１ 協働のまち

づくりについ

て 

 

 

２ 子育て支援

について 

 

 

 

３ ＮＡＨＡマ

ラソンについ

て 

 

 

４ 衆議院議員

選挙について 

 

 

５ 保育行政に

ついて 

 

 

６ 教育行政に

ついて 

那覇市が行っている市民、企業、行政が協働す

る市民活動支援制度について伺う 

 

 

 

(１) 妊婦支援給付金について伺う 

 

(２) 児童手当の振込先口座について伺う 

 

 

ＮＡＨＡマラソン開催時の緊急車両及び医

療・福祉車両の経路について伺う 

 

 

 

今回の衆議院議員選挙の投票率について伺う 

 

 

 

 土曜保育について伺う 

 

 

 

 小１プロブレムについて伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、選挙管理委員長、 

関係部長 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

８ 吉 里  明 

( 公 明 党 ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 新年度の取

組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ インクルー

シブ教育につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 教育行政に

ついて 

(１) 小中学校全体の英語教育の底上げを図る

ため、以前取り組んでいた教育課程特例校の

再実施について提案してきたが、その後の検

討状況について伺う 

 

(２) 小中学校において修学旅行費が年々高騰

している現状を踏まえ、本市として必要な支

援の検討を訴えてきた。特に、就学援助を受

けている世帯への支援拡充について、検討状

況を伺う 

 

 

インクルーシブ教育推進のため、これまで作業

療法士を教育現場で活用することについて訴え

てきた。現在の取組状況について、以下伺う 

 

(１) 改めて作業療法士は教育現場でどのよう

な役割を担い、児童生徒・教職員・保護者そ

れぞれに対して、どのような効果が期待でき

ると認識しているのか、本市の見解を伺う 

 

(２) １月の特別支援教育コーディネーター連

絡会にて、初めて作業療法士による講話を実

施したと聞いている 

その内容及び参加者の反響を伺うととも

に、今回の成果を踏まえ、次年度に向けて

現場での活用をどのように広げていくの

か、具体的な取組方針を伺う 

 

 

(１) 生徒サポーターの役割と現在の取組状況、

関わっている児童生徒の現状と課題につい

て伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ こどもまん

なか社会の構

築について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 次世代型Ｉ

ＣＴ拠点の創

出について 

(２) 外国にルーツを持つ児童生徒の増加を踏

まえ、日本語指導が十分に行き届かず、学習

や学校生活に困難を抱える子どもが生じて

しまうことを懸念する 

本市における日本語指導協力者の配置状

況と課題認識、併せて多文化共生社会の実

現に向けた配置体制の拡充について、本市

の見解を伺う 

 

 

子どもの貧困をはじめ、様々な困難を抱える子

ども・家庭をめぐる課題は、福祉や教育、地域、

保護者の就労など、複数分野にまたがる構造的な

課題となっている 

県内では、社会課題を構造的に整理し、見える

化を通じて連携につなげる「沖縄みらい地図アク

ション」の取組が進められている 

本市においても、こうした視点を取り入れなが

ら、分野横断の連携をより一層強化していくこと

が必要であると考えるが、見解を伺う 

 

 

那覇市ＩＴ創造館については、これまでインキ

ュベート施設として一定の役割を果たしてきた

ことを踏まえ、今後どのような機能・役割へと生

まれ変わらせ、本市のイノベーション創出や新た

な産業創出などにつなげていくのか 

また、ＧＷ2050ＰＲＯＪＥＣＴＳやグローバル

人材育成との関連も含め、本市の都市戦略におけ

る位置付けと今後の方針について伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ６ 平和行政に

ついて 

戦後 100 年に向け、子どもや若者を中心とした

平和創出の取組として、市民との協働による新た

な「平和の歌」の制作や、「（仮称）ピース・フェ

スタ那覇 2030」などを起点とした平和イベント

を、５年ごとの節目で継続的に開催していくこと

を提案している 

こうした取組は、本市全体としての平和の姿勢

を内外に示すものであり、平和都市・国際都市那

覇としてのブランド価値を高めるとともに、次世

代を育てる最高のグローバル教育としても大き

な意義を持つと考える 

その意義も踏まえ、ＧＷ2050ＰＲＯＪＥＣＴＳ

とも連動させ、2045 年を見据えた平和の連帯拡

大に向けたロードマップを、市民とともに描いて

いく考えがあるか。検討状況や今後の方向性も含

めて、本市の見解を伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

９ 瑞慶覧 りか 

( 無 所 属 ) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 医療行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 文化観光政

策について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 那覇市こど

もの権利条例

について 

 

 

 

 

 

 

施政方針において、「身近な地域で良質かつ適

切な医療が受けられるまちづくり」を掲げ、救急

医療や小児・周産期医療の強化、高度で専門性の

高い医療の安定的提供を目指し、昨年 10 月に新

那覇市立病院が開院した 

新病院は、市民生活に欠かせない重要な医療イ

ンフラであり、その機能を最大限に発揮させるた

めには、医療従事者が安心して働ける労働環境の

整備が不可欠である 

新那覇市立病院における医療従事者の休憩環

境や執務環境について、現状をどのように把握し

ているのか。現場から寄せられている課題や声も

含め、市の認識を伺う 

 

 

(１) 令和７年９月定例会にて、首里城周辺の観

光の回遊性向上に向け、周遊チケットの導入

とキャッシュレス決済の整備を提案した。そ

の後の進捗状況を伺う 

 

(２) 市内の文化観光施設における多言語対応

の現状と今後の取組について伺う 

 

 

現在、那覇市において、「こどもの権利条例（素

案）」が策定され、公表されている 

こどもの権利条例は、こどもを権利の主体とし

て明確に位置付け、市のあらゆる施策の根幹とな

る極めて重要な条例であり、内容については、今

後さらに丁寧に検討を重ねていく必要があると

考える 

そこで、以下について伺う 

 那覇市として、本条例を、教育、福祉、まちづ

くりなど、市民生活に関わるあらゆる施策におい

て、こどもの権利を尊重するための土台となる条

例と考えていると思うが、条例素案の策定にあた

り、関係部局との連携体制と、こどもの権利に関

する専門家の知見や、他自治体における先行事例

をどの程度参照してきたのか伺う 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ４ 教員のメン

タルヘルス対

策事業につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 人事行政に

ついて 

本市では、公立教員のメンタルヘルス対策とし

て、オンライン対応を中心とした調査研究事業を

３年間実施してきた。次年度のメンタルヘルス対

策事業について以下伺う 

 

(１) 内部体制におけるプライバシーや第三者

性をどのように担保するか伺う 

 

(２) 専門性の継続的確保、特に復職支援や重度

ケースへの対応をどのように実現するか伺う 

 

 

(１) 各課の休憩室や執務室の現状について、人

数や利用状況を含めどのように把握してい

るか伺う 

 

(２) 来客の集中する時間帯の休憩環境につい

て、現状の課題はどのように認識しているか

伺う 

【答弁を求める者】 

市長、副市長、教育長、関係部長 

 



一般質問（１日目） 令和８年２月 19 日（木） 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

10 西中間 久 枝 

(日本共産党) 

 

 

 

質問方式 

一問一答方式 

(質問席のみ) 

１ 労働行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 選挙行政に

ついて 

(１) 「高年齢者の労働災害防止の為の指針」に

関する公示が厚生労働省から出された 

那覇市と契約している那覇市シルバー人

材センターへの取組・支援について問う 

 

(２) インボイス制度が始まり、2024年 11月施

行から１年を経過した。請負、委任契約で就

業する会員がフリーランスとして扱われる。

発注者・那覇市と那覇市シルバー人材センタ

ーの会員との直接契約を基本とする新たな

契約形態になる。那覇市の取組を問う 

 

(３) 公共施設の警備員等の職場環境の改善に

ついて 

   私が行った2024年９月定例会や2025年６

月定例会における、警備員等に対する熱中症

対策の質問に対し、現在駐車場運営事業者と

の調整を行っているとの答弁であった。その

後の対応を問う 

 

 

障がいのある方や介護が必要な方の参政権の

保証について 

重度身体障がい者等の郵便等投票について・点

字投票、代理投票・車椅子の配置状況、口頭で事

務従事者に意思を伝えていただくことが難しい

方の為のツール、コミュニケーションボード等に

ついて問う 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ３ 公園行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 福祉行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 観光行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

ホタル等生息する末吉公園などの環境保全に

ついて 

２月 14 日観察会に参加をした。ホタル等の貴

重な生き物が減少している状況を目の当たりに

した 

末吉公園は、戦後すぐに鳥獣保護区となった、

大変貴重な場所である。しかしながら、現在、こ

れまで生息していた生き物が激減し、鳥の餌でも

あるバッタ等が生息できなくなってきている 

那覇市教育委員会、公園管理課、環境保全課、

沖縄自然環境ファンクラブ（みんみん）、草刈り

等を担当する所、民間の方々が連携して、自然保

護や環境保全に取り組むべきである。見解と取組

を問う 

 

 

(１) 那覇市障がい者福祉センターについて 

   新真和志複合施設に移る予定の、那覇市障

がい者福祉センターの建物が現在、雨漏りを

しており、不便が生じている。早急な改修が

必要である。取組を問う 

 

(２) 障がい者福祉施策の充実について 

   障害福祉サービス等給付費に関する決算

額の推移と人員体制について問う 

 

 

今年秋にも首里城正殿が完成予定であり、国内

外から多くの観光客や修学旅行生の来訪が見込

まれ、那覇市の魅力を伝える役割はこれまで以上

に重要となる那覇街角ガイドは、観光客や修学旅

行生のガイドを行っており、那覇市の観光ガイド

を支えている 

支援を行うべきである。見解を問う 

 

 

 



 

順

位 

氏  名 

(会 派 名 ) 
発 言 事 項 発 言 要 旨 

  ６ 道路行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

７ 公民館行政

について 

那覇市金城町２丁目（一中健児の塔入口バス停

付近）地域住民の方より、地域で家族や、住民の

高齢化が進み、救急車、介護車両等も入れない地

域で生活に困難を強いられている。高齢になって

も地域で暮らせるよう道路の整備が強く求めら

れている。那覇市の見解を問う 

 

 

私は、2023 年６月定例会、そして 2024 年 11

月定例会において、地域の拠点である首里公民館

の音響設備を含む施設改修、さらには災害時に避

難所となる同施設の早期大規模改修を求めてき

た。2024年 11 月定例会において部長より「首里

公民館・図書館の大規模改修は、屋上の防水、外

壁の塗装などの工事及び老朽化した設備の改修

工事を行います。工事期間は令和７年７月頃から

令和８年３月末を予定しております。準備期間を

含めた令和７年５月頃から令和８年５月末頃ま

で公民館・図書館の休館を予定しております」公

民館利用者地域住民団体を対象に改修工事の説

明会を予定しているとも答弁があった 

説明会も含め、音響設備を含む施設改修及び大

規模改修の具体的な進捗状況を問う 

【答弁を求める者】 

教育長、関係部長、選挙管理委員長 

 


